
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２１３０１

基盤研究(C)（一般）

2016～2013

乳がん患者の配偶者の役割認知を促す看護介入プログラムの開発と評価

The development and evaluation of a nursing intervention program to promote the 
role recognition of spouses of breast cancer patients

６０３１５５７０研究者番号：

菅原　よしえ（sugawara, yoshie）

宮城大学・看護学部・教授

研究期間：

２５４６３４１８

平成 年 月 日現在２９   ６ ２０

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，妻の乳がん治療において配偶者が役割を認識できるような看護介入
を開発し，その有効性を評価することであった．研究デザインは，乳がん患者の配偶者に対して役割認知を促す
看護介入を開発し，その有効性を評価する看護介入研究である．結果、適用群では緊張，抑うつ，怒り，疲労，
混乱の値が低下し，ポジティブな気分状態である活気が高くなり，自尊感情が高くなった．本プログラムは乳が
ん治療に取り組む妻を支える配偶者の心理的安定を図り，配偶者としての役割を認知させることを促すと考えら
れた．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to improve the mental health of spouses of breast cancer 
patients, develop a nursing intervention program that helps them recognize their roles, and evaluate
 its effectiveness.
The study design was a nursing intervention study to develop nursing interventions that promote the 
role recognition in spouses of breast cancer patients, and then to evaluate the effectiveness of 
those interventions.
The results of POMS and RSES showed decreased negative mood states and increased positive mood 
states in the intervention group. Self-esteem was also elevated in this group. This suggests that 
the program may serve to stabilize mood and raise self-esteem in spouses of breast cancer patients.
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１．研究開始当初の背景 
がん罹患率は増加傾向であり，女性のがん

罹患率の第 1 位は乳がんとなっている 1）．乳

がん患者が乳がん診断後の精神的な動揺に

対処し，治療選択などに取り組むには，家族

の支援を得られることが重要である 2）3）．こ

れまでの乳がん患者を対象とした研究では，

情報提供，意思決定の支援，生活面の援助，

患者の情緒的支援と多くの役割が配偶者へ

期待されていた 4）～6）．乳がん患者の配偶者を

対象とした研究では，配偶者の心理的側面に

焦点をあてた研究がおこなわれ，抑うつが患

者だけでなく配偶者にも同等の割合で認め

られること 7）8）から家族に対する医療者のア

プローチの必要性が指摘されている．がん患

者の心理支援として，保坂ら 9）により，がん

患者および家族のためのグループ療法によ

る心理的支援を開発されている．しかし，専

門スタッフがいないことや，乳がん患者の配

偶者が仕事の時間を調整しグループ療法に

参加しにくい等の理由で普及が難しい状況

にあり，個別のアプローチが必要ではないか

と思われる． 

配偶者が乳がんを患った妻に対してどの

ように対応しているかに関する研究では，配

偶者は妻を刺激しないよう見守る対応を多

くとっていたが，患者である妻の苦痛が大き

い場合に妻には，配偶者からのサポートとし

て認識されていなかったことの報告がされ

ている 10）．また，山崎の報告 11）では配偶者

は乳がんを患った妻に対して共感し寄り添

う気持ちを強くもっていることが明らかに

され，課題として配偶者自身の支援者が少な

いことがあげられている．以上，これまでの

研究報告から，乳がん患者の配偶者は患者の

重要な支援者として期待され，配偶者も患者

を気づかっているが，配偶者自身の心理的な

負担や配偶者への支援がないことが課題で

あると考えられた． 

そこで，研究代表者は，平成 23 年に乳が

ん患者の配偶者が，妻の乳がん診断と初回治

療の期間において，どのような認識を持ち，

対処しているかを明らかにするために質的

記述的研究を行った．その結果，配偶者は妻

をサポートする役割を果たしたいと思いな

がら，関わりにくい側面があり，妻の状態を

理解できない状況にあることがわかった．こ

のことは，配偶者が疎外感や無力感を感じ，

配偶者の心理的落ち込みや自尊感情の低下

を招きやすい状態にあると考えられた． 

以上のことから，乳がん患者の配偶者の支援

には配偶者自身の心理的安定を図るととも

に，妻の乳がん治療における配偶者の役割を

認識できるような看護介入が必要であると

考えられた． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，乳がん患者の配偶者自身

の心理的安定を図るとともに，妻の乳がん治

療における配偶者の役割を認識できるよう

な看護介入を開発し，その有効性を評価する

ことである． 

 

３．研究の方法 

研究デザインは，乳がん患者の配偶者に

対して役割認知を促す看護介入を開発し，

その有効性を評価する看護介入研究である．

まず，乳がん患者の配偶者の認識に関する

質的研究をもとに，配偶者の役割認知を促

す看護介入プログラムを開発した．開発し

た看護介入プログラムを乳がん患者の配偶

者を対象者として実施し，評価を行った．

評価指標には気分プロフィール検査日本語

版(Profile of Mood States，以下 POMS と

する）12）と，Rosenberg 自尊感情尺度日本

語版（以下，自尊感情尺度とする）13）を使

用した．さらに，半構成的面接法により，

対象者の状況に対する認識および配偶者と

しての役割に関する認識を把握した．評価

方法は，通常の看護を受けている乳がん患



者の配偶者を非適用群とし，開発した看護

介入プログラムを実施した配偶者を適用群

とした 2群についてデータ収集を行い，比

較検討した．非適用群，適用群とも POMS と

自尊感情尺度については, 初回治療前（介

入前），初回治療直後（介入直後），初回治

療 1か月後（介入 1カ月後）の 3回のデー

タ収集を行った．半構成的な面接による質

的データについては，初回治療前(介入前)，

初回治療 1か月後（介入 1カ月後）の 2回

のデータ収集を行った．POMS と自尊感情尺

度の分析方法は，各項目の 3回の得点につ

いて反復測定一元配置分散分析を行った．

また，非適用群と適用群について二元配置

分散分析を行った．有意水準をｐ＜0.05 と

した．半構成的な面接による質的データの

分析方法は，内容分析法を用いて対象者の

状況に対する認識および配偶者としての役

割に関する認識について，介入前後の違い

を検討した．研究にあたり所属機関の倫理

委員会の承認を受け，対象者の人権擁護を

厳守した． 
 
４．研究成果 

（1）結果：非適用群 16 例，適用群 16 例の

協力が得られた．POMS の各項目および自尊感

情尺度は，非適用群では３回の得点に有意差

は認められなかった．適用群では，３回の得

点に有意差が認められた．適用群では，POMS

の緊張，抑うつ，怒り，混乱，疲労の項目で

得点が低下し，活気の得点が上昇した．また，

自尊感情尺度の得点が上昇した．非適用群と

適用群の比較では，POMS の緊張，抑うつ，活

気，疲労の項目では適用群において改善の傾

向が認められた．怒り，混乱の項目では非適

用群と適用群において有意差がなかった．自

尊感情尺度では適用群において介入後自尊

感情が高まる傾向が認められた．   

質的データの分析では，初回治療前の認識

について非適用群と適用群で同様の傾向の

カテゴリーが抽出された．初回治療 1か月後

の非適用群では《妻の闘病に関することがわ

からない》，《乳がんの知識がないので夫とし

てできることがわからない》等のカテゴリー

が抽出された．初回治療 1か月後の適用群で

は《乳がんや治療に取り組んでいる妻を理解

する》，《妻の治療予定など近い将来を把握し

て妻への支援を検討する》等のカテゴリーが

抽出された． 

（2）考察：POMS と自尊感情尺度の結果，適

用群ではネガティブな気分状態である緊張，

抑うつ，怒り，疲労，混乱の値が低下し，ポ

ジティブな気分状態である活気が高くなり，

自尊感情が高くなった．このことから，本プ

ログラムは乳がん患者の配偶者に対して，気

分状態を安定させ，自尊感情を高める影響を

及ぼすのではないかと考えられた．また，本

プログラムに参加した乳がん患者の配偶者

は，《乳がんや治療に取り組む妻を理解する》

ことが役割であると，配偶者の立場を意識し

た役割について認識していた．本プログラム

の教育的支援を受けることで，乳がん患者の

配偶者が，乳がんの治療スケジュールや妻の

心理変化を理解できたことが影響したので

はないかと考えられた． 

以上のことから，本プログラムは乳がん治

療に取り組む妻を支える配偶者の心理的安

定を図り，配偶者としての役割を認知させる

ことを促すと考えられた．乳がん患者の配偶

者に対する診断時期からの個別の支援プロ

グラムは，乳がん患者を支える一員としての

配偶者の自覚を促し，乳がん患者の長期にわ

たる闘病を支える上で意義が大きいと考え

られた． 
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